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t

朝日!llfのff仏紹介も境地区より出発して、ひととお・り会区の

代表的なものを取りあげ、できるだけ問一極1liのものをさけて
いろいろのii'liから石仏をながめてきた。

今回は、春ともなれば谷を渡るワグイスの声がきカ‘れ、秋は

紅葉に特える名所の笹川上流にある観fr岩石仏をとりあげてみ

fこs

笹川i抗議の－ill'輿のはす．；れに鮭川発電所がある。それより上

流へ約aoom、回りの小成、谷美をながめながら進む－と字名杉併
に至る。広がった視界のギ1一手に、あたカ‘も観苛予告：臨像の盗に似

た通称観古岩ヵ：立っている。

観音岩といみじくも名づけたと思うほど、 この岩のJ~が嗣背

後の立型~に似ていてO 特，，こがi ':!ii をうっすらとかむった姿は、 白

衣をまとうた白衣観音とけ1しても過言ではなL、。

この岩、地面に出ている部分が7mもあり、地＊Iの部分もい

れると柑当大きいと思われる。 itt!l.：：.より 31日程の所に岩聞があ

り、その棚に2休の石仏がまつってある。60c111と7Qcmの大きさ

で2体とも1li起観音菩艦像であるの
この11面観音菩薩像は、大部分の他の石仏と同じように、や

(9) 

岩 ＝ 笹川

はりいっ頃かちどうしてまつられたかあさらかでなし、。 しかし

大正年代頃に撮影したと忠われる観音岩の嵐景写 真には、現

在のように岩棚もなければ石仏もみあたらない、従って、石仏

ヵ；安［泣きれたのは大f［以後のことであろう。

観音岩については次のような伝説がある。 「大正九年、笹川

発電所を作るとき、泳路！ft入れ口がこの観音岩の附近だったが、

向う州へ渡る橋がないので観音J岩・と対岸の大きな岩に穴をあけ

て吊り織をかけた。と ころが翌日仕事lこ出て見ると、対岸の岩

は刷れ滋ち、橋も流れてしまってし、た。村人は観白憾のおいカ‘

りと深〈観音岩にわびたと去3」

石仏については 「制音様が安肢の地を求めて向い山より飛び

来たり、別在の岩に淀！？苦された。」との伝説もある。

得冬、観音岩の調rn1に降わ積もった雪が崩落し、石｛／、も岩棚よ
り落とされてこつに矧jれたり したので、発電所附近の部落の人

は々毎冬官官落までj聾IH号させて、＇＇＜｝りつづけてきたものである。
新しい伝説と共に生まれ育てられてきた観音岩と石仏は、こ

れからも部落の人々に守られ、探勝の人々に滋愛の盗を持させ

てくれることだろう。
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ー
ジ
を
飾
る
式

の

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で

厳

粛

f寸

な

わ

れ

る

日

朝

日

町

体

育

セ

ン

タ

ー

H

制
日
町
成
人
式
は
、
去
る

一
月
十
五
日

成
人
の
臼
に
、
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

明
白
町
木
年
度
成
入
者
二
ヒ
コ一
名
中

一
七

回
名
を
迎
え
、
市栄
努
多
数
臨
時
の
も
と
、

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
厳
燃
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

昭
一十
J

山
ガ
ン
に
よ
る
夜
明
け
の
歌
の

山
が
流
れ
、
梢
慨
し
た
崎
県
の
会
場
の
後

方
か
ら
、
男
女
二
人
の
代
表
が
ろ
う
そ
く

の
灯
を
掲
げ
て
静
か
に
登
場
し
、
綾
上
に

し
つ
ら
え
ら
れ
た
左
治
両
側
の
燭
台
の
二

十
本
の
ろ
ヲ
そ
く
に
つ

g
つい
rc
と
点
火
さ

れ
る
や
開
会
の
白
日
一言
、
君
が
代
奇
唱
に
続

レ
て
町
長
（
代
理
助
役
）
の
式
辞
、
町
議

会
議
長
、
婦
人
会
長
、
青
年
団
長
の
叫
辞
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成
人
者
代
表
の
答
辞
、
閉
会
宣
言
の
あ
と

朝
日
町
青
年
の
合
唱
が
行
な
わ
れ
、
先
の

二
人
が
一任
ひ
登
壇
し
て
つ
一
ぎ
つ
ぎ
と
燭
台

の
灯
J
T－
消
し
会
場
が
崎
町
出
と
な
り
一
日
開
会

場
の
全
照
明
が
点
灯
さ
れ
、
極
め
て
搬
出
附

な
ム

ー
ド
の
中
に
式
典
を
終
え
ま
し
た
ω

こ
の
あ
と
全
員
に
よ
る
フ
ォ

ー
ク
〆
ン

ス
が
行
ム
な
わ
れ
、
記
念
撮
影
を
行
な
っ
て

全
H
程
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
木
年
度
の

キ
ヤ
ン
ド
中
’
サ
ー
ビ
ス
の
会
助
効
果
は
臨

め
て
川
町
評
で
し
た
り

八
写
真
上
は
成
入
者
代
表
に
よ
る
二
十
本

の
ろ
う
そ
く
に
点
火
さ
れ
る
場
開
。

下
は
裂
し
く
行
な
わ
れ
た、

フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
印
刷
策
V

日
H
リ

」
同
年
ι

日

fflJ 

文
化
財
調
査
委
員

再

委

嘱

朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
任
期
満
了

に
伴
な
う
朝
日
町
文
化
財
調
査
委
員
の
選

任
に
際
し
、
次
の
方
々
を
、
前
期
に
引
き

続
き
再
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

朝
日
町
文
化
財
調
査
委
員

（
敬
称
略
）

野

鳥

二

郎

（

伯

）

大

背

述

二

（

O

）

殺

鮮

平

（

乙

九
凱
道
山
寸
（
宮
崎
）

谷

口

文

男

（

伯

）

陸

津

高

尾

（
山
崎
）

竹

内

俊

一

（

笹

川

）

ニ住民の窓口＝

国

民

年

金
受

給

者

は

現

況

届

σコ
提

出

を

国

民

年

金

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

現

況

届

を

見

出
し
て
く
記
さ
い
、

悶
民
年
金
の
受
給
者
は
、
毎
年

一
回

「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
）
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
屈
は
、
受
給
者
が
、
引
き
続

き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か

を
牒
認
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
重
裂
な

も
の
で
す
。

現
況
周
の
提
出
期
限
及
ひ
添
付
書
知
は

各
年
余
ご
と
に
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。な
お
、
拠
出
先
は
老
令
年
金

（
通
算
毛

令
年
金
も
含
む
）
は
、
東
京
都
杉
並
区
高

井
戸
の
社
会
保
険
庁
へ
、
そ
の
他
の
年
金

に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
役
場
で
す
。

令通老｜ま

年•：I~
金老金i憲
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障
害
年
金

母

子

四十・

（
準
母
子

バ

年

金

遺
児
年
金

対

一

寡
婦
年
金

限提~）fl j守
四

県
知
事
よ
り
指

示
さ
れ
た
者
は

障
害
の
現
状
に

関
す
る
診
断
書

障

害

福
祉
年
金

現
況
届
を
期
限
ま
で
に
墨
出
し
ま
せ
ん

と
、
以
後
引
き
続
い
て
年
金
を
支
払
っ
て

よ
い
か
ど
う
か
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
六
月
期
の
支
払
分
か
ら
年
金
の
支
払

い
が
止
め
ら
れ
る
こ
と
も
ゐ
り
’
ま
ず
か
ら

注
意
し
ま
し
」
う
。

ー
通
算
老
令
年
金
の
」

「
ー
ー
支
給
を
‘
つ
け
る
条
件

L

保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を

合
む
）
が

一
年
以
上
あ
っ
て
老
令
年
金
を

う
け
る
の
に
必
要
な
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
な
い
人
が
、
六
五
法
に
迭
し
て
い

て
、
つ
主
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は

ま
れ
ば
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

n
O
4l
n
x
u
 

①
国
民
年
金
と
、
ほ
か
の
公
的
年
金
を
合

わ
せ
た
加
入
期
聞
が
二
十
五
年
以
上
あ

る
こ
と
。

②
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
の
加
入
期

聞
を
合
わ
せ
て
二
十
年
以
上
あ
る
こ

》」
。

①
ほ
か
の
制
度
で
老
令
年
金
ま
た
は
退
職

年
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ハ
恩
給
な
ど
も
合
ま
れ
ま
す
。
）

O
官
同
令
者
の
特
例

昭
和
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
に
つ
い
て
は
、
老
令
年
金
と
同
機
に
、

資
格
期
間
が
二
十
四
年
j
十
年
ま
で
短
縮

さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

生
年
月
日
と

賢
裕
期
間
刊
の
関
係
は
老
令
年
金
と
同
じ
で

す
。
た
と
え
ば
、
大
正
五
年
四
月
一
日
以

前
に
生
れ
た
人
は
、
厚
生
年
金
に
八
年
、

国
民
年
金
に
二
年
加
入
し
て
い
れ
ば
、
通

算
老
令
年
金
の
資
絡
期
聞
が
で
4

さ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
通
算
で
き
る
期
間
は
、
通
算
老

令
年
金
の
制
度
が
で
き
た
昭
和
三
十
六
年

四
月

一
日
以
後
の
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
0

0
明
治
四
＋
四
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
の
特
例

明
治
四
十
四
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
は
、
特
例
的
に
昭
和
三
十
六
年
四

月
以
前
の
期
間
と
以
後
の
期
間
を
合
わ
せ

て
十
年
あ
れ
ば
、
通
算
老
令
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

む
家
庭
の
主
婦
な
ど

国
民
年
金
で
は
、
ほ
か
の
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
一妻
や
、
ほ
か
の

制
度
か
ら
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
は
加
入

し
て
も
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
加
入
し
な
か
っ
た
い
わ

ゆ
る
配
偶
者
期
間
も
二

年
以
上
あ
れ
ば
、

通
算
で
き
る
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ι

た
し
、
こ
の
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
は
年
金
の
額
を
計
算

す
る
と
き
に
は
、
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

年

金

傾

通
算
老
令
年
余
は
、
各
年
金
制
度
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
別
に
ぶ
給
さ
れ
ま
す
。



昭和48年 2月 10日
月 刊（毎月10日発行）ひさあ第210号（昭和32年8月8日）

第3種郵使物認可（β） 

児
童
手
当
を
受
け
る

児

童

の

範

囲

が

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た

児
童
手
当
制
度
が
昭
和
四
十
七
年
一
月

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

は
、
十
八
歳
未
満
の
児
・
誌
を
三
人
以
上
発

育
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
七
佐

一
月

一
日

現
在
で
、
五
歳
未
満
の
児
童
（
昭
和
田
十
二

年

一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
）
が

い
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、
こ
と
し
の

四
月
か
ら
は
そ
の
範
囲
が
ひ
ろ
が

っ
て
、

三
人
以
上
の
児
衰
の
う
ち
に
、
こ
と
し
の

四
月
一
日
現
在
で
十
態
未
満
の
児
童
（
昭

和
三
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た

児
童
）
、
が
い
れ
ば
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

万
や
、

児
童
手
当
の
額
が
こ
れ
ま
で
の
額
よ
り
－
か

え
る
と
忠
わ
れ
る
方
は
、
住
民
課
福
祉
係

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
当
の
支
給

は
、
請
求
を
し
た
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
そ
く
と
も
三
月
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
、

公
務
員
と
三
公
社
に
勤
め
て
い

る
方
は
、
動
め
先
に
取

し

で

て

く
だ
さ

、。
h
h
v
 ー
住
民
異
動
の
届
出
は

l
i－

－

必

ず

期

間

内

に

L

住
民
法
本
台
帳
法
は
町
民
と
し
て
、
み

な
さ
ん
に
関
す
る
正
雌
な
記
録
を
数
備
し

て
町
行
政
を
適
正
に
行
な
い
、
町
の
経
営

の
基
礎
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

住
民
の
正
し
い
権
利
の
行
伎
を
保

証
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
必

ず
届
出
を
し
て
く
．
た
さ
い
。

一
、
転
入
届

1
l転
入
を
し
た
日
か
ら
十

問
日
以
内
に
届
け
出
す
る
こ

O
 

L」

一
、
転
居
届
｜
｜
転
居
（
町
内
に
お
い
て

住
所
の
変
更
）
を
し
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
に
即
け
出
す

る
こ
と
。
〈
国
民
俗
牒
保
険

被
保
険
者
の
方
は
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

一
、
転
出
届
｜
｜
転
出
す
る
方
は
前
も
つ

て
転
出
先
と
転
出
予
定
年
月

日
を
届
け
出
す
る
こ
と
。

一、

世
帯
変
更
届
｜
｜
自
己
の
世
幣
に
変

吏
〈
世
帯
主
や
氏
名
：・
）
が

あ
っ
た
方
は
、
変
更
の
あ
っ

た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
届

け
出
す
る
こ
と
。

。保健と衛生。
H

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
H

マ
ス

ク

ウ

ガ

イ・

予

防

注

射

四
百
四
病
、
い
や
そ
れ
以
上
も
あ
る
病

気
の
う
ち
で

一
ば
ん
か
か
り
ゃ
す
い
の
が

風
邪
で
ナ
。
そ
の
中
で
も
J

ン
フ
ル
ヱ
ン

ザ
は、

病
源
の
中
で
は
最
も
伝
染
力
が
強

く
、
突
然
高
熱
と
同
時
に
呼
扱
器
を
中
心

に
全
身
症
状
が
強
く
現
わ
れ
、
特
に
合
併

症
と
し
て
肺
炎
の
注
意
が
必
要
で
す
。

か
ぜ
の
ど

ーん
N

ス
は
、
会
話
な
L
」
の
際

に
、
ぬ
や
咳
の
分
泌
液
に
ま
じ
っ
て
外
に

飛
び
ち
り
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
十
万
個
と

云
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
四
十
%
は
一ニ十
分

も
空
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
の
で
す
。

予
防
に
つ
い
て

病
源
菌
は
、

白
か
ら
感
染
す
る
の
で
、

マ
ス
ク
と
う
が
い
を
励
行
し
、
常
に
健
康

保
持
に
努
め
、
病
源
体
が
少
し
ぐ
ら
い
侵

入
し
て
来
て
も
、
そ
れ
に
う
ち
勝
つ
だ
け

の
怒
抗
を
保
っ
て
お
く
撃
で
す
。

又
、
予
防
注
射
に
よ
っ
て
免
疫
を
つ
け

て
お
く
の
も
予
防
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

II 
つ無老
ぎ 料人
〕の 化 医
」こ 咲療
協と 施設
力が に：． 
らつ
をに し、

｜｜ て

老
人
医
療
費
の
h

燃
料
化
は
本
年

一
月
か

ら
満
七
十
段
以
上
の
方
を
対
象
に
国
の
制

度
と
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
基
準
以
上
の
方
、
お

よ
び
六
十
弦
才
以
上
の
身
体
障
筈
、

寝
た

き
り
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

・
町
が

実
施
か
た
し
ま
す
が
、
次
の
こ
と
に
ご
協

力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
・ま
す
。

記

て

医
療
機
関
へ
お
で
か
け
の
と
き
は
、

健
康
保
険
証
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証

（
資
格
証
）
の
ほ
か
に
、
必
ず
老
人
医

療
資
繭
求
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

二
、
老
人
医
療
費
賄
求
書
は
、

一
医
療
機

関
に
つ
き
月

一
枚
提
出
し
て

く
だ

さ

い
。
用
紙
は
必
要
事
噴
を
記
入
の
う
え

役
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

三
、
健
康
保
険
の
変
更
、
住
所
変
更
、
ま

た
七
十
才
に
な
ら
れ
た
と
き
、
な
ど
の

場
合
は
役
場
へ
ご
連
絡
く
ど
さ
ぃ。

凶
、
す
で
に
七
十
才
以
上
の
方
で
老
人
医

旅
費
受
給
者
誌
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

産 業

V
良

質

材

生
産
の
た
め
に

ギ
枝
打
ち
運
動
A

ス

の

町
内
の
造
林
地
は
、
手
入
れ
不
十
分
で

校
打
ち
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
戦
後
に
造
林
し
た
ス
年
は、

い
ま
が
良
質
材
中
広
の
た
め
の
校
打
ち
適

期
で
す
。

レ
ま
、
十
ア

ー
ル
当
り
の
枝
打
ち
紛

と
、
普
通
仕
立
の
材
を
比
較
し
て
み
ま
す

と
、
三
十
五
年
九
で
校
打
ち
を
し
な
い
材

は
三
十

一
万
円
、
校
打
ち
材
は
百
三
十
四

万
円
に
な
り
ま
す
。

肢
打
ち
に
は
労
賃
は
十
万
円
程
度
余
計

に
か
か
り
ま
す
が
差
引
き
し
て
四
倍
の
高

値
に
売
れ
ま
す
。

枝
打
ち
の
仕
方

( I 0 . 5cm x I 0 . Scm x 3 m〕

校打J直期 枝川数 ｜樹］酬の直径 l校打高枝打量 鏑 考

（造林後） 地上高直筏 （地上よ＇J!

官2 C沼 官L m m 
6年前後 級i枝払い

;:tr; I回
まで

9年。 0.3 8.0 1. 8 

第2ill! 
まで

14年グ 3目3

tf~ 3回 3.3 8.0 
主で

17年。 4.8 1.5 
まで

20年。 第4匝i 4.8 8.0 6.3 1.51 

柱材2本取り方法一回
相
照
的
の
柱
・材
を
作
る

コ
ツ
は
常
に
幹
の

直
径
八
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
枝
を
つ
け
な

い
こ
と
で
す
。

ポ訂ち請期
威ゑ胤期がよい・ー動こ
~ヨミ誘lf骨畠:fiJ (3月二万）

負払唯柚ノo.Scm枝
打
ち
作
業
工
群

地
上
か
ら
手
の
届
く
範
聞

一
人
一
日
二
五
O
本

樹
高
二

t
一二
%
一
人
一
日

一
五

O
本

ハ
シ
ゴ
利
用

一
人

一

臼

七

O
本

詳
し
い
こ
と
は
休
業
改
良
指
導
員
に
お

た
ず
ね
く
．
た
さ
い
。

知
事
賞
に
輝
く

藤
井
敏
弘
さ
ん

H

富
山
県
切
花
品
評
会

H

寓
山
県
、
県
花
升
協
会
共
催
の
第
三
回

切
花
口
問
評
会
が
十
二
月
二
十
七
H
県
民
会

館
で
行
な
わ
れ
、
キ
ク
の
部
に
お
い
て
朝

日
町
よ
り
次
の
方

々

が

入

賞
さ
れ
ま
し

た。
知

事

賞

藤

井

敏

弘

（

三
枚
総
）

農
林
漁
業
振
興
会
長
賞

臨
時
国
仁
三
松
（
一一
一枚
橋
）

菊
花
連
盟
賞
藤
田
利
一
（
一
ニ
枚
橋
）

会
長
賞

藤
田
利

一

（
コ
一枚
橋
）

宇

藤

田

慎

一
（
一一一
枚
橋
〉
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所得税の

確定申告

ー昭和47~手介一

－
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
c

し
か
し
．
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
仲
限
定
巾
ふ
け
ば
、
二
月

i
れ
け
よ
り
川

前
で
も
受
け
付
け
て
い
、
ま
す
c
什
十
〈
山
中

仙一目すれ
ば
、
税
金
の
還
付
も
出
「
く
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
な
る
へ
く
お
H
ト
め
に

す
ま
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

－
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

I
一
伎
の
人
の
場
介

各
種
の
所
得
金
制
の
合
計
顎
か
ら
基
礎

内
除
符
（
二

0
．力
川
）
と
そ
の
他
の
川

行
内
除
制
そ
法
し
引
い
た
金
制
に
つ
し

て
切
出
し
た
割
問
制
が
配
当
括
除
制
よ
同
ソ

も
多
い
人
ο

2
給
与
所
得
が
あ
る
人
の
場
合
に
談
叫
1
す

る
給
与
所
得
汗
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

あ
た
る
人。

的
、
給
与
収
入
合
組
の
合
計
額
が

μ
百

万
円
を
こ
え
る
人
。

。、hu
・土，
T
1
4

D

iふ
取
f
H
H

，l
ト
つ
汚

L

U

U

？
乃
f
へ
日
間
刷
・UPI
－
タ
吹
川

仰
の
A
n
品川
制
が

一、
J

一
ゾ
刀
川
な
こ
え
る

人。

付
、
二
力
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人
で
、
年
次
調
整
．
さ
れ
た
給
与

口
外
の
給
与
の
収
入
金
制
と
、
給
トJ

V

附
川
川
や
辺
刷
所
件
以
外
の
各
州
の
川

内
金
利
と
のへ
川
河
川
制
が
、

一
O
万
円

を
・
」
え
る
人
。

判
、
内
談
会
社
の
役
目
な
ど
で
、
そ
の

法
人
か
ら
紛
k
dの
ほ
か
に
代
付
金
に

対
す
る
利
「
や
、
山
輔
、
工
川
崎
な
ど

の
賃
貸
料
．
関
川剛山
川片
の
佐
川
糾
な

と
の
文
弘
ト
Jr」
・
交
付
て
レ
ゐ
人
J

川
、
京
都
’
佼
川
人
な
と
で
、
給
与
の
い
え

払
い
を
受
け
る
際

ι
、
一所
内
併
を
似

以
徴
収
さ
れ
な
い
・
」
と
と
な
ワ
て
い

ゐ
人
ω

川門
．
災
巾
一日
を
受
け
た
人
で
、
給
う
に
つ

しトて
災
宍
減
免
法
に
よ
り
一
向
泉
徴
収

税
制
の
徴
収
鑑
子
相
、
還
付
を
受
付
た

人
υ

3
泌
政
所
作
の
あ
っ
た
人
。

確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
も
ど
る
人

確
定
申
告
を
す
る
必
安
の
な
い
人
で
も

源
氏
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を

し
た
税
金
が
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い

る
人
は
、
選
付
を
受
け
る
た
め
の
坤
竹

を
す
る
こ
と
が
で
主
ま
す
。

特
に
、・
次
の
よ
う
な
人
は
、
税
金
が
納

め
す
M
G
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
な

怖
か
め
て
く
た
さ
し
h

山川凹
十
ヒ
年
中
の
所
叫
が
少
な
い
人
で

利
子
や
配
当
、
似
稿
料
な
ど
の
収
入

が
あ
る
人
－v

刷
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
、
縦
出
内
除
や

住
℃
取
得
控
除
、
依
際
費
問
除
な
ど

を
受
け
る
－
」
と
が
で
き
る
人。

そ
の
他
山
刊
紙
に
つ
い
て
、
役
場
税
務

川叩
U

入
は
、
税
務
明
日
へ
川
按
お
川
1r

A
門
わ
せ
く
一
に
さ
し
υ

－
S
円
色
申
告
の
か
た
は
、

日
ト
め
に
決
算
を
終
え
て
、
ぷ
り
が
な
い

か
よ
く
艇
か
め
、
決
算
必
は
臨
ん
正
山中
止H

H

』
円
に
係
付
し
て
傑
出
し
て
く
だ
さ
い
、
、

ま
に
、
時
比
中
止
け
仕
門
を
川
前
川
し
な
い
か

た
で
も
決
算
占
を
院
川
し

て
〈

穴
さ

、。
BV
 

A

町

県

民

税

－
J
1

・f
：

、
：

，．
個
人
事
業
税
「
U
け叶川
t
r
h
J

L

1

二
一
パ
ト
一
九
け
ま
で
忘
れ
ず
に
中
竹
し
て

く
だ
さ
い
じ
一山
相
税
の
時
定
巾
仕
円
祉
問
を

川
仇
川
さ
れ
・た
人
は、

従
前
一
泊
り
巾
竹
の

川
断
裂
は
あ
り
ま
せ
ん
u

ま
た
、
今
年
か

ん
倒
人
事
業
聞
の
中
告
に
つ
い
、
て
は
、

町
川
町
民
税
の
巾
皆
川
J

佐
保
山
す
れ
ば
よ

い
・
－
と
に
な
り
ま
し
た。

M
兇噌宅’’民

税

鳩

得

f

所

申告相談所開設

3月1B～3月8日

例
年
の
と
お
り
、
税
の
申
告
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
相
談
所
仕
開
設
し
ま
ず
か
ら

ご
利
用
く
た
さ
い
ο

・
開
設
時
間
及
び
場
所

。
刈
象
地
区

犬
家
庄
野
中
地
区

期

日

三

月
て
二
日
午
前
九
時

場

所

大

欲

作

操

協

の
刈
仙
部
地
阿

南

保

地

区

則

n
三
川
五
け

午
前
九
時

州場

所

南
保
公
氏
儲

り叶門
前
草
地
一臥

山

崎

地

区

”吋

2
1

ゴ
J
1
ia

－、
l
a

－－
－Ju
－－
Lu

・
6
J

H
品

A

r

t

・

』

7
J．
／

1
4

4
J
M
l
広

川切

折

h

川
奇
人
；
に
・刷出

t

j

l
山

f
l
f

u

対
象
地
何

泊
全
地
区
．
笹
川
、
宮
崎

墳
の
各
地
区

別

n
7一パ
七
け
午
帥
九
時

場

所

制
川
町
役
場

。
刈
仏京
地．比

五

箇

庄

地

区

”
付
’
1

J

Ai
l
－、、，
i

r

－－
d
－L
V
J

HHハ

a
l

－－’
J

’i
t
，s

円

A
H
J
’’u
p

場

所

小
山
〈
州民
協
五
的
作
文
所

な
お
．
川川
町
荒
に
つ
い
、
て
は
、

ぺ
一パ
七

H
に
税
務
省
、

川町
税
引
務
所
の
除
い
が
州

織
に
叫
し
ま
す
の
で
．

M
l
H
お
い、で
く
に

さ
レ
J

ま
た
、
引
！
日
以
外
〈
十
－附
H
・午．ぃ
、

川
附
日
除
く
）
の
れ
で
も
役
助
に
て
制

A

二
’心

ア

E
「
h

P

3

，AW
宅
こ
弓

J
F
T
・－ニ

，‘，
B
bm
l

‘・；勺，
J

’ha
E

・4
4
J

，市V
’I
4
4

・L－v
J

7

．‘
、1
4

－L
L
 

ー
固

定

資

産

－

一

謀

税

台

帳

の

縦

覧

｜

－

附
和
四
十
八
作
度
岡
山
広
資
・
経
税
賦
牒
の

謀
本
と
な
る
土
地
、
家
屋、

償
却
資
産
の

評
価
額
を
佼
赦
し
て
あ
る
附
定
資
必
謀
併

ム口船
合
、
つ
ゲ
の
日
制
限
に
よ
り
、
関
係
貯

の
縦
院
に
供
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
せ

い
ぜ
い
縦
覧
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
支

す
。

勺し

一
、
縦
覧
の
場
所

一
、
縦
覧
の
期
間

朝
日
町
役
場

＝一
月
一
日
か
ら

三
月
二
十
日
ま
で

昭
和
四
十
八
年
度
の
土
地
評
価
額
に
つ

い
て
は
、
基
干蜘昨
年
度
に
あ
た
り
ま
す
の
で

農
地
、
宅
地
、

山
林
と
も
そ
れ
ぞ
れ
引
雪

上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
υ

家
屋
に
つ
い
て

は
新
情
築
、
取
り
こ
わ
し
、
及
び
吃
質
問

トナ
旬
、
昭
和
円
卜
七
年
度
の
家
Mm－
に
災
動

が
あ
っ
た
納
税
凝

mk引
以
外
の
一
々
は
、仙川

年
の
許
制
叫
が
据
え
間
L
F
じに
な
は
ま
ず
d

な
お
、
評
価
決
定
割
に
対
す
る
殿
町
議
の

中
し
政
て
は、

コ一
パ
一
れ
か
ら
三
月
二
ト

口
ま
で
の
期
間
小
の
み
、
受
け
付
け
ず
ら

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
J

｜｜ 

今
月
の
税
金

A
F
パ
は
固
定
資
産
税
の
四
期
分
で
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
J

明
る
い
老
後
の
た
め
に

！

家
庭
設
判
所

｜

M
4．
家
狭
間
に
お
け
る
を
人
r
u
川
凶

が
附
加
し
て
い、る
…
即
山
は
．制問
の
伏
政
に

関
す
る
社
会
の
与
え
方
が
変
わ
り
、
斤
の

よ
う
に
長
男
一
仁
け
が
責
任
を
仲
つ
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
－」と
、

鮎
川
附
す
れ
ば
税
も
と
か
ら
別
川
ず
る
、
ト

わ
ゆ
る
阪
家
族
化
が
進
み
、
税
火
山
附
‘
子

大
川
の
生
活
’
い
し
の
結
び
つ
を
が
利
明
同
化
し

た
よ
と
、
以
g

仙
川
仔
人
W
が
延
び
た
こ
と
に
よ

り
、
が
」
心
人
口
が
附
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
影
響
し
て
レ
ま
す
心

一
段
に
、
人
は
若
い
ま
す
と
、
身
体
的

に
は
活
動
力
、
問
山
力
が
お
と
，？・
λ

、
出川

何
時
間
や
高
血
圧
な
ど
の
疾
山
叫
が
現
わ
れ
や

す
く
な
り
、
と
き
に
は
歩
行
や
入
山
と

い

っ
た
日
治
生
活
も
不
自
由
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心
開
的
に
は
、
も
の
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
が
ん
こ
に
な
っ

た
り
、%
が
知
く
な
っ

た
り
し
が
ち
で
す
。

社
会
的
に
は
、
定
年
退
職
や
老
伎
に
よ
る

各
局
作
菜
か
ら
の
引
溢
な
ど
で
収
入
が
減

少
し、

さ
ら
に
百
年
牌
と
の
間
に
立
志
の

似
泊
を
欠
き
．
続
的
的
不
安
や
家
政
と
山

川帆外
陪
A
V』
山
応
ず
る
・
』
と
も
あ
り
ま
す
の

伝
人
間
坦
に
は
、
快
縫
料
の
消
水
な
ど

と
い
っ
た
、
炎
日
山
に
現
わ
れ
た
川
闘
を
処

聞
し
た
だ
け
で
は
、
川
駅
本
的
な
伽
決
と
K
ぼ

ら
な
し
τ

む
ず
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
日
、
老
人
川
副
は
、
す
で
に
社
会
全

体
の
深
刻
な
問
姐
と
な
っ
て
お
り
、
家
庭

法
判
所
へ
相
厳
に
訪
れ
ゐ
へ
も
、
年
々
別

加
の
M
剛
山
台
は
ぜ
℃
レ
志
す
J

山
氷
山
尚
同
紙
叫
門
北
川
は
．
さ
ま
ざ
ま
な
家
出
内

の
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
怪
人
の
耐

祉
に
附
し
て
も
．
益
処
な
役
割
を
に
な
っ

て
い
ま
す
、
家
僚
と
の
折
り
へU
レ
が
忠
く

て
悩
ん
で
お
ら
れ
る
と
人
の
ト
ペ
任
人
の

あ
っ
か
レ
方
な
ど
に
お
附
り
の
ん
な
ど
は

紛
争
が
ニ
じ
れ
な
い
う
ち
に
、
東
市
川
州
北似

を
利
川
し
て
同
満
な
船
山
を
は
か
つ
て
く

．に
さ
い
ら



平
素
運
動
で
き
な
い
へ
の
た
め
に
、
－佼

間
泊
小
学
校
体
育
館
を
一
般
に
開
政
し
て

い
ま
す
が
、
間
伐
は
米

一
け
子
町
．
一
ト
D
引

は
ト
．
の
利
間
行
が
あ
り
、
什
川
山
山
体
力
っ

く
り
の
場
と
し
て
碑
ば
れ
て
い
ま
す
。

利
用
の
際
の
手
続
き
は
一
切
な
く
、
初

心
の

H
に
は
符
即
日相
ゆ
ド
引
の
ト
々
が
指

4
し

て
く
－
た
さ
い

ま
す
υ

州
代
用
方
出
は
次
の
と
お
り
と
な
勺
て
い

ま
す
しu

k午
後
ヒ
時
か
ら
十
時
ま
で

火
陥
打
、
分
間
口
（
作
後
五
時

t
じ
時
）

朝
日
町
職
員
組
九
け
訂
年
部

他
に
土
曜
日
、
日
曜

g
の
午
後
は
、
川

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ

少
年
団
、

前
バ
ス
ケ

ッ
ト
ポ
1

W

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
そ
れ
ぞ

れ
グ
ラ
ワ
メ
ド
、
山
内
訂
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
一
般
の
方
は
特
に
気
軽
に
来
場
、
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

昭和48年 2月 10日
月 刊lj （毎月10日発行）

土
曜
日 教委だより

ひさ
t
t’
J
C札’
t
・

g

・JH机
w
e－－

火
山
明
日

あ

金木 7.k
H桜脱 II{~
:i !i ! l 
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。
ス
ポ
ー
ツ
O

冬
の
体
力
づ
く
り

泊

小

学

校

体

育

館

夜

間

開

放

長
沼
タ
ラ
プ
、
釧
必
ク

ツ
プ

パ
ド
ミ

ン
ト

y
ク
・ノ
プ
、
れ
は

ゥ

ヲ

フ

山
婦
人
会

ゑ
道
ク
ラ
プ

、
制
必
ク
ヲ
プ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
7
．7
、
内十刊は

ク
ーノ

プ

一
一
般
者

（
ru

ド
ミ
ン
ト

ン
、
山
ト

LR 

』じ

各

地

区

で

ス
ポ
ー
ツ
教
室

さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
る

冬

の

運

動

不

足

解

消

を

め

ざ

し

て

け

る
の
運
動
不
叫
ん
を
λ

ポ
l

ツ
で
附
消
し

ょ
3
と
、
こ
の
ほ
ど
、
山
崎
地
以
と
一
九
附

山
地
同
一
で
そ
れ
ぞ
れ
μ

レ

ー

ボ

ル

、
パ

ド
：
ン

ト

ン
の
ス
ド
l

ツ
教
主
が
開
他
さ

れ
ま
し
た
〈

日
制
な
し
人
の
深
い
日
開
円
で
す
が
、
指

呼
い
の
け削
機
か
わ
の
1
1
L
T

に
、
川
及
川
行

は
ひ
と
司
ひ
と
つ
－vな
ず
き
な
が
ら
け
川
崎

を
み
っ
ち
り
と
仰
司
て
し
い
ま
し
た
。

ぃハ
け
聞
の
聞
か
た
期
間
で
し
た
が
、
受

点
ν
ト
れ
た
ち
は
れ

む
に
そ
府
し
、
ハ
政
耐
の

・河
川
と
休
み
つ

，a
，り
に

識

起

す

る

と

と

L
に
川
崎
耐
の

eh安
竹
い
を
一
再
認
識
し
て
ト
ま

し
た
υ

λ

ポ
l

γ
叫以
前
に
、
こ
の
あ
と
小
火
山

協
帆
川
合
刈
・
山
下
と
し
て
刈
州
さ
れ
て
し
f

ず

。1i"’j'. 
な！）~
tっ ｜

れ＇i
fι11: 
λJ;i;I 
ポ I!: 
I I 、
ツー「

教は
’叶ff’I 
Uコ附
よ irr!
うlぺ
すで

．
 

j
 
i
 
l
 
l
 

スキー教室開講

‘・長野県わらび平

スキー人口の

相加普及をめざして

rl 1:vJ ft
し
い
λ

午
ー
の
紋
耐
ル
」
午
び
、
庁
、
別

の
体
力
づ
く
り
そ
と
、
今
年
も
r
、
斗
1
数

本
が
長
野
県
わ
ら
び
午
ス
レ
γ
l
切
で

一
川

・・

1
一
j
hド・
1

・4
1川
こ

h
tり
川
川

A
3

－

I
r
i
－

－

l

l

；

J

l

E
 

れ
ま
L

L

L
υ

今
年
は
、
初
心
一
将
、
初
級
以
引
に
市
．rn
・を

お
念
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
川
に
応
し
て
知

9

・
・l
E
ウ

l
、
J

〆
ノ

ノ
／
H
J
L柏
町

印

ヵ
i
dJ，
t
t
．
、J

－

L
W

f

zh

の
似
・
む
な
指
蒋
に
、
ス
キ

ー
か
」
は
く
の
き

え
や
っ
と
と
い
う
受
講
朽
も
一
二
H
Hに

は
、
は
述
え
る
利
上
述
し
、

ス
キ
l

へ
山

間
・じ
を
お
め
て
い
ま
し
た
Q

ハ
写
真
は
ス
キ
l
教
室
受
講

風
最
V

。〉

学習成果を発表

泊青年学級

一成人の日に ー

．‘EE4 

E

・2・．．
 
，E’
 

rEEE
’
 

．ユ
ー／S
 

A
i
t－－ 

内
分
達
が
日
頃
青
年
学
扱
で
学
ん
だ
・
」

と
な
．
新
し
く
成
人
を
迎
え
た
仲
間
に
も

見
て
も
ら
お
ヲ
と
、
泊
青
年
学
級
で
は
、

成
人
の
臼
に
稿
祉
セ
ン
タ
ー
で
学
問
先
災

以
を
附
似
し
ま
し
た
。

伯
H
同
年
学
級
は
‘
H

創
造
性
強
か
な
行

年
に
な
ろ
う
H

を
ペ
ド
羽
川
り
ず
！
？
に
口
俊

民
川
さ
ん
し
て

い、
ま
す
が
、

こ
の
た
び
発
火

さ
れ
た
も
の
は
、
米
悦
、
帆
州
J
V
』
小
七
・こ

し
仁

Y
Hら
の
fr
で
創
造
u

さ
れ
た
も
の

で
小
に

は
こ
れ
が
素
人
か
と
ぷ
わ
れ
る
作

品
も
多
く
見
わ
れ
ま
し
た
‘

さ
ら
に
学
仰
の
料
地
な
克
明
に
H
N
い
た

け
必
の
与
し
－
h
M此
・
が
し
、
新
成
人
者
や

一

般
参
観
者
は
、

川
千
羽
川
経
過
や
作
品
に
烈
じ

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

司

l
半

、

J
U
嘗
H
K

入
γ
f
r共
は
Mm心
さ
れ
た
制
作
品

V

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開

か

れ

る

h

初
心
者
依
迎

H

よ
h

リ
多
く
の
人
た
ち
に
対
し
て
、

ー
γ
に
説
し
ん
で
い
仁
だ
よ
う
と
、
明
日

町
体
汀
協
会
で
は
、
二
月
六
日
か
ら

パ
ト

ミ

ン
ト
ン
教
設
を
開
設
し
ま
し
た
。

多
料
相
参
加
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
ο

V
朋

日

二

川
月
十
日
（
士
）
十
一｝一
一川

（
火
）

十
六
日
（
合
）
十
七
川
（
よ
）

一
一
十
日
（
火
）
二
十
三
日

（
合
） ス

ボ

一一十
四
日
（
土
）

二
十
七
日

¥/ 
11与
口！！

（
火
）

午
後
七
時
三
十
分

1
九
時
士一・一
l

L

’
 

正
ノ泊
小
学
校
体
育
館

朝
日
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

ケ
場
所

マ
指
海
老

n
h
M
4
E

・nHU
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盛
大
に
行
な
わ
れ
た

柔

議

大

会
桜

町

公

民

館

第
二
＋
＝
一
回
呉
京
地
区
一
一
般

第
二
＋
ニ
回
新
川
地
区
高
等
学
校

第
八
回
下
新
川
郡
中
学
校

第
十
四
国
町
民
柔
道
大
会

昭和 48年 2月 10日
月 刊（毎月10日発行）

各

大

会

成

績一
月
二
十
一
日

マ
中
学
校
団
体
戦
①
舟
見
中
①
上
背
中

マ
高
校
団
体
戦
①
入
義
高
①
魚
津
工
業
高

円

v
町

民

大

会

①

五

筒

庄
①
泊
二
区

マ
中
学
生
個
人
戦

軽
量
級
①
宝
泉
久
志
（
入
者
中
）

①
坂
本
英
徳
（
舟
見
中
）

中
量
級
①
佐
藤
富
扶
（
入
叫
盛
田中
）

①
寺
崎
突
（
入
益
田中
）

無
差
別
①
舟
本
修
一
（
舟
見
中
）

②
中
島
万
之
（
舟
見
中）

マ

一
般
有
級
者
個
人
戦

①
総
下
修
司
（
入
善
警
察
）

①
大
崎
友
治
（
山
道
場
）

マ

一
般
無
段
者
個
人
戦

①
稲
村
正
行
（
入
善
高）

①
湯
島
正
（
泊
高
）

ひさあ第210号

監理盟彊謹
富

山

県

婦
人
意
見
発
表
大
会

の

お

知

ら

せ

第
二
十
二
回
富
山
県
婦
人
意

見
発
表
会
放
に
下
新
川
郡
婦
人

意
見
発
表
大
会
は
左
の
日
程
で

行
な
わ
れ
ま
す
か
ら
、
多
数
の

御
参
加
を
希
婆
い
た
し
ま
す
G

一
、
下
新
川
郡
婦
人
意
見
発
表
大
会

一、

日

時

二

月
三
日
（
土
）
十
二
時
半

二
、
場
所

宇
奈
月
福
祉
セ
ン
グ
1

三
、
論
回
一
明
日
を
め
さ
す
納
織
の
力

（昭和32年8月8日）
第3種郵便物認可／

（
い
の
ち
と
く
ら
し
と

ふ
る
さ
と
を
守
る
た
め
に
）

二
、
第
二
十
三
回
富
山
県
海
人
窓
見
発
表

大
会
一、

日
時

二
月
二
十
五
日
〈
日
）
午
前

十
時

一
、
場
所
富
山
市
公
会
堂

三
、
論
題
・
郡
に
同
じ

四
、
内
容
・
郡
市
代
表
意
見
発
表
十
六

名－
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

新
川
古
代
じ
ん
、
合
唱

民

謡

等

。

以

上

「美しい朝日町の自然を「

」一一一守ろ う と一一一」

郷土科学を研究する会

る

町

れ

日

さ

朝

成結

佐
味
庄
の
開
拓
か
ら
、
今
日
の
産
業
、

生
活
、
文
化
を
作
り
上
げ
る
ま
で
、
千
数

百
年
の
歴
史
を
も
っ
朝
日
町
の
未
来
を
忠

、ν
今
世
、
高
度
の
経
前
発
展
に
伴
な
う
公

害
に
よ
る
自
黙
の
汚
染
破
壊
か
ら
こ
の
美

し
い
胡
朝
日
町
の
自
然
を
守
ろ
う
と
、

去
る
一
月
十
四
日
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
有
志
多
数
集
ま

っ
て
、

「
剖
日
町
郷
士
科
学
宏
研
究
す
る
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
朝
日
町
の
環
境
を
科
学
的

に
究
明
し
て
郷
土
に
対
す
る
認
識
を
深
め

こ
れ
を
一
般
に
普
及
す
る
た
め
の
調
査
研

究
、
発
表
、
講
横
会
、
野
外
視
察
な
ど
の

事
業
を
行
な
う
も
の
で
す
。

入
会
希
望
者
は
会
費
年
額

一
0
0
0円

を
添
え
て
事
務
局
へ
直
接
申
し
込
め
ば
よ

、。

会庶記会
事
務
局

長

森

群

平

務

永

井

雄

次

郎

録

地

原

昇

剖

大

村

利

男

朝

日

町

中

町

森

群

平
方

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

通

て

よ

り

よ

い

人

間

関

係

と

明

る

い
社

会

生

活

を

め

あ

し

て

日
朝
日
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
H

昭
和
四
十

一
年
三
月
、
全
国

青
年
大
会
出
場
乞
め
ざ
す
朝
日

町
バ
レ
1
ボ

I

N
ク
ラ
ブ
を
結

成
、
そ
の
年
に
期
せ
ず
し
て
念

願
の
全
国
青
年
大
会
に
出
場
、

以
来
昭
和
四
十
四
年
に
全
国
青

年
大
会
、
間
四
十
六
年
に
は
、
九
人
制
全

日
本
選
手
権
大
会
に
富
山
県
代
表
と
し
て

参
加
す
る
ほ
ど
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

現
在
、
会
員
数
三
十
二
名
、
職
業
構
成

も
各
種
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
学

校
時
代
か
ら
バ

ν

1
ポ

l

N
の
経
験
の
あ

る点。
いば
か
り
で
な
く
、
ク
ヲ
プ
に
入
っ
て

は
じ
め
て
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
始
め
、
全
国

大
会
の
選
手
に
な
っ
た
と
い
う
変
り
種
も

数
名
い
る
。

九
人
制
で
は
、
つ
ね
に
県
内
ベ
ス
ト
ス

リ
ー
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
練
留
は
、
三

月
か
防
九
月
ま
で
、
原
則
と
し
て
毎
週

火
、
木
、
土
の
夜
、
泊
中
学
校
を
会
場
に

行
な
い
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
や
卓
球
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
l
y

ョ
ン

の
集
い
を
行
な
っ
て
い
る
。

会
員
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
よ

り
よ
い
人
間
関
係
を
作
り
上
げ
な
が
ら
、

明
る
い
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
こ
と
を

目
標
に
毎
年
キ
ャ
ン
プ
や
研
修
旅
行
・
な
ど

も
行
な
い
、
十
二
月
に
は
会
員
の
家
族
も

共
に
一
泊
納
会
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
一
月
元
旦
に
は
、
会
員
及
び
家
族
、

後
控
者
の
方
々
ま
で
集
ま
っ
て
・、

パ
レ
l

ボ
1

山
始
め
の
集
い
を
も
ち
、
一
年
間
、

バ
レ
l
ポ

l
w
を
通
じ
て
の
団
結
と
友
情

を
寄
い
合
っ
て
い
る
。

入
会
希
望
者
は
、
ク
ラ
プ
員
の
設
に
で

も
申
し
込
め
ば
よ
く
、
ま
た
、
直
鍛
練
習

会
場
へ
米
て
申
し
込
ん
で
も
よ
い
。

年
間

三
、

0
0
0円

折

符

要

広

田

誼

n
h
v
n
J』
A
H
U

日

昭
和
四
十
七
年

U

歳

末た
す
け
あ
い
運
動
の結
果

去
る
十
二
月
に
実
施
し
た
歳
未
た
す
け

あ
い
運
動
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か

い
ご
協
力
に
よ
り
、
恵
ま
れ
な
い
人
連
も

共
に
明
る
い
お
在
月
を
迎
え
ら
れ
、
大
き

な
成
果
の
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
愛
の
袋
」
に
よ
る
も
の
、
及
び
そ
の

他
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
議
未
た
す
け
あ
い
金

問
問
問
円
円
円
阿
円
円
円
円
間

同
円

円

U
R
d
n
u
q
υ
n
D
n
u－
－

A斗
円

H
U
t－
n
u
q
u

ハU
n
u

nJ’h
p
h
u
n
H
u
n
H
U
A
M
u
n川
v
n同
d
F

、
J
V

マ，
i
n
u
d
nH
u
n什
u

n川
以
内
什

U

7
1
n
ヨ
n
U
λ
句
作
4
n
c
p口
『
u
n
U内
正

内

4
1
l
n
u
n
b

n
コ
7
1
7
1
q
4
q
t
t
l
p
D
o
o
n
u
p
b？
1
7
a
n
u
n
u

2
2
1
1
5
4
5
5
1
0
4
2
7
5
 

。L

P
h
d
1
1
1
1
0
D

E

金
寄
の
金

位
。
h
q
hq
h
q
o
h
q
h
q
h
ゲ

分
じ
も
舞

片

配
通
た
見

勝
川
庄
保
崎
庄
中
十
K
を
れ
町
計

境

泊

笛

家

崎

H
銀
ら
日

｛
畠
笹
玉
南
山
大
野
A
N普
せ
朝
合

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
配
分
い
た
し
ま
し

た。生
活
保
護
世
帯
七
三
（

一
五
六
人
）

生

活

困

窮

。

四

三

（

一
O
二
人
）

寝
た
き
り
及
び
単
身
老
人

一一一
一一一人

重
度
心
身

障

害

者

三

三

人

施
設
入
所
者

二
九
人

長
期
入
院
療
養
者

九
九
人

合

計

五

回

二

人

¥ t.こまは ... 
めナー1コ・
、 。病ミ捨ゴ
き自掃を てミ；
ま分法、な を J
りの 」 J11い川
を町でや よや｛
守を禁海 う海
均台じへ にに

まれら拾し ~ 
しいれて ま
よ十ζ －cる し ;: 
うすおこよ
。るりとう ； 
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青
年
期
は
自
己
を

高
め
る
た
め
の
修
練
の
時
代

日

新
成
人
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

H

成人式出席者男子

女子

計

アンケート回答者男子

女子

し
、
六
問

五
十
数
分
類
に
亘
る
意
識
調
査
を

62名
112名

174名

42名（回答率67.7%)

71名（ // 03.4%) 
113名（ク 64.9%)

囲。約4人に l人が朝日町に
｛：とみたくないと表明して
いる。 （男子より女子の
方が愛着がないようであ
る）
。どちらでもよいという非

主体的（無関心型？）が
非常に多い。

あなたは、 毎日の生活の中で、 どんなと きに一番’1~. きが
し、を感じますか。ひとつどけえらんでくださし、。

！と才ラ万乞EZZZろ仇乞記（/Jシ三必・11」lI)/. 
I l 現17~ 40.S~ι. :tr 3()ゐ 42うχ）
jJ ... LZLFZZZZZZ77../7I勺 ~ 1.0χ
I ~宥lちる 35.7χ 、す20る 2s.1 ~1

;yzzzr..LZZZZll17ZllJ三q之γ．
じ興のる 31.DY.. 会初る 28.I~ l 
一石'.ZZZZT7-2ZZZZJ2ヨ0Yo 
い興10る 23.8%.会16る 22.S:i:)
vlllzz/.ZZZZRパ204χ
い男4:0 9.SX *192' 2G.'DY.) 
v romz77J77Jいもち'l.
I ~ fl 6ゐ 14.3万立If;る 22号。／，）
位7ZZZ.2JI I. .S /, 
I ＼ 写~~ob 214:'l. 'k4包
t'""LZZZLl 10 6父
I （明2る 49 y. 

あなたがいま最も望んでいることはどんなことて’すρ、。

ふたつえらんでくださし、。

。人格を高め教獲を身につ

けEること

。仕事の笑カをつけること

。友人がほしいこと

d時間の余裕がほしいこ止

s 5 :n 
。異性の友人がほしいこと

。資絡試験に合格すること

戟
日
町
教
脊
委
員
会
で
は
、
本
年
度
成
人
式

に
出
席
し
た
一
七
回
名
の
男
女
成
入
者
に
対

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ
っ

て
行
な
い
ま
し
た
。

回
答
率
は
六
十
七
%
で
、
六
問
中
、
主
要
な

も
の
を
抜
粋
し
て
の
せ
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ

っ
て
、
現
在
の
青
年
が
、
日
常
漠
然
と
し
て
抱

い
て
い
る
希
濯
や
生
き
が
い
と
か
、
あ
る
い
は

郷
土
意
識
な
ど
に
つ
い
て
の

一
面
を
窺
い
知
る

』
と
が
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

。趣味にうちこめること

。お金がほしいこと

問4.

問3.

l! ~~！：；%.：~； / 、 ．
＼＼一＿＿＿.／
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心

配
ご
と
、

普

情

不

満

な

ど

の

相
談
は
、

一
V
行

政

相

霞

一

日

時

毎

月
第

一
火
曜
日

一

午
前
十
時

t
午
後
三
時

一

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン

タ
ー

一
V
人
織
法
律
相
銭

一

日
時

二
月
十
九
日

一

午
後

一
時
i
午
後
三
時

一

場
所
朝
日
町
職
工
会
館

一
V
心
配
ご
と
相
談

一

日
時
毎
週
火
曜
日

午
前
十
時

t午
後
三
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

T
E
L
－－一

110
五
七
六

場
所

醒薗彊謹盟麗
本

lま

~で】
E垣こぬ~

•L'' 

の

糧

ど
し
ど
し

読
み
ま
し
よ
う

移
動
図
書
館
の
お
し
ら
せ

読
書
に
深
い
関
心
と
興
味
を
も
ち
な
が

ら
、
阿
古
館
が
述
く
て
利
用
で
主
な
い
か

た
の
た
め
に
、
県
の
移
動
間
書
館
が
毎
月

一
凶
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
の
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
代
表
者
を
き
め
て
、
町
の
図
番
館
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

’
家
庭
文
庫
方
式

（P
T
A

プ
な
ど
）

組
織
ク
ラ

電

話

番

号

は

重

複

掲

載

を

〈
〉
ど
ん
な
呼
び
名
で
も

ひ
け
る
よ
う
に

O

電
話
帳
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
で

も
ひ
け
る
よ
う
に
、
何
か
所
で
も
重
復
し

て
の
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
職
業
別
電
話
帳
に
は
、
お
名
前
の
ほ

か
、
屋
号

（飲
食
店
、
寺
院
、
美
容
院

銭
湯
、
閤
芸
等
の
屋
号
〉
、
通
称
、
略

称
な
ど
全
部
の
せ
た
ほ
う
が
お
店
の
P

R
に
も
な
り
ま
す
。
（
料
金
は
、
一
カ

所
ご
と
に
＝
一

O
O円
で
す
。
〉

O

鞍
業
別
電
話
慢
の
締
切
は
、

一一
一
月
中

句
頃
で
す
。

。

お
申
し
込
み
は

朝
日
電
報
電
話
局

電
話
朝
日
ニ
l
一0
8〈
無
料
で
す
〉

オヒ

電

f乙

よ

り

余
裕
の
あ
る

回
路
と
コ
ン
セ

ン
ト
を

電
気
器
具
が
ふ
え
た
が
、
受
け
入
れ
側

で
あ
る
住
ま
い
の
配
線
設
備
は
昔
の
ま
ま

．
・
・
・

こ
の
よ
う
な
ご
家
庭
が
多
い
よ

う
で
す
。

ふ
つ
う

一
つ
の
回
路
か
ら
安
全
に
一
度

に
使
え
る
電
気
の
容
量
は
て
五

O
Oワ

ッ
ト
ま
で
で
、
強
坪
一

O
坪
あ
た
り
一
つ

以
上
が
必
要
と
い
わ
れ
て
お
り
、
一
五
坪

で
は
三
回
路
が
盟
恕
的
で
す
。
ま
た
コ
ン

セ
ン
ト
は
世
数
の
半
分
は
つ
け
た
い
も
の

で
す
。
特
に
新
築
や
増
改
築
時
に
は
将
来
の
電

化
生
活
も
見
込
ん
で
し
っ
か
り
し
た
配
線

設
備
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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・
団
体
貸
出
方
式
（
婦
人
学
級
、
青
年
学

級
、
若
妻
グ
ル

ー
プ
母
親
タ
ヲ
プ

な
ど
〉

－
個
人
貸
出
方
式

ど
）

（
町
内
会
、
部
搭
会
な

昭和48年 2月 10日
月 刊（毎月10日発行）

新
し
く
は
い
っ
た
図
書

日
本
史
探
訪
（
一
／
凶
）
海
音
寺
湖
五
郎

カ
モ
シ
カ
日
記

千

葉

彬

司

楽

し

い

写

真

入

門

間

見

苓

現

代

お

ん

な

考

桐

島

洋

子

他

壁

画

古

墳

の

謎

上

田

正

昭

他

周

恩

来

同

本

を

諮

る

米

谷

健

一

郎

ワ

イ

ン

町

長

奮

戦

記

丸

谷

会

保

訟

村

謙

三

と

中

園

田

川

誠

一

育
児
の
ポ
イ
ン
ト
十
ニ
ー刀
月
巷
野
悟
郎
他

日
本
列
島
改
造
論
批
判

読
売
新
聞
社

歴
史
を
さ
わ
が
せ
た
女
た
ち
永
井
路
子

安
全
保
障
と
白
木
の
未
来

山

田

浩

雪
男
を
さ
が
す

谷

ロ

正

彦

ヤ
マ
ザ
キ
天
皇
を
繋
て

奥

崎

謙

三

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵

戸
野

村

操

叱

る

よ

り

ほ

め

よ

う

田

小

消

之

助

変

動

期

の

日

本

社

会

的

山

戸

弘

他

よ

そ

者

の

目

隙

舜

阪

三
分
ク

ツ
キ
ン
〆
（
＝
、r
一
）
細
江
泰
子
他

旅

す

る

女

人

永

井

路

子

屋

久

島

の

自

然

松

田

好

行

口

語

訳

基

本

六

法

自

由

国

民

社

日
本
教
に
つ
い
て
イ
．サ
ヤ
ベ
ン
〆
サ
ン

人

間

と

マ

ン

ボ

ウ

北

杜

夫

日

本

人

の

立

織

構

造

会

町

雌

次

子

ど

も

を

宰

せ

に

す

る

本

羽

仁

逃

わ

が

半

生

の

記

む

即

時

太

郎

私

の

変

身

萩

原

葉

子

市長と
よ
ば
れ
る
た
め
の
二
十
八
章
草

柳

大

蔵

国
盗
り
物
語
一
の
旅

小
和
田
哲
男

あ
み
ぐ
る
み
、
ぬ
い
ぐ
る
み
錐
鶏
社

み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
円

大
江
健
三
郎

大
原
守
的
校

水

野

工

ひさあ第210号（訴話会誌~）
海
を
眺
め
る
女

僚
機

京
ま
ん
だ
ら
（
上
、
下）

述
ざ
か
る
足
立
制

瀬
戸
内
附
美

的

野

綾

子

善

一

意

！
朝
日
町
普
立
銀
行

l

年
末
年
始
に
か
け
て
、
つ
ぎ
の
か
た
が

た
か
わ
朝
日
町
善
意
銀
行
へ
恵
ま
れ
な
い

人
た
ち
ゃ
社
会
福
祉
の
培
進
の
た
め
に
と

貴
重
な
善
意
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た。

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

守
パ
千
弐
行
六
十
五
円
也

朝
日
町
職
員
組
合
青
年
都
世

婦
人
部

l

弁

文

夫

殿

参
千
円
也

長

壱
万
弐
千
六
百
円
也八

日

会

殿

拾
万
円
也

中

川

薙

一

殿

み
な
さ
ま
が
た
か
ら
い
た
だ
い
た

病
気
見
舞
の
お
礼
に
替
え
て

参
万
円
也

谷

口

公

麿

雌

亡
父
谷
口
絵
次
郎
さ
ん
の
答
典
返
し

の

一
部
を

訂

正

と

お

わ

び

先
月
号
、
善
意
銀
行
登
載
の
、
平
附
知

勝
氏
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
寄
せ
ら
れ
た

議
員
削
減
酬
、

手
当
の

一
部
、
一
万
一

千
三

百
九
十
二
円
也
は
、
三
万

一
千
三
百
九
十

ご
円
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
の
上
紙
上
を
か

り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一｜
心
温
ま
る

－

「
｜
｜
｜
寄
贈
の
数
々
し

管

内

小

学

校

や

保

育

所

へ

保
有
事
業
の
進
展
に
と
、
つ
グ
の
か
た

が
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
温
い
ご
芳
志
が
併

せ
ら
れ
ま
し
た
。
紙
上
を
か
り
て
際
く
お

札
を
巾
申
し
あ
げ
ま
す
。

。
境
地
区
か
ら
境
保
育
所
へ
凶
風
機

一
介

。
宮
崎
明
地
区
か
ら
円
山
崎
保
育
所
へ
併
合
務

一
式
、
カ
ー
テ
ン

一
式

O
宮
崎

扇
谷
九
左
ヱ
門
氏
か
ら
宮
崎
保

育
所
へ
折
た
た
み
栴
子
五
脚

O
宮
崎

岩
・
谷
一
樹
氏
か
ら
宮
崎
保
育
所

へ
鈍
四
枚

。
出
附

加
藤
昌
子
氏
か
ら
宮
崎
保
育
所

へ
動
物
人
形
三
例

シ
ー
ソ
ー
二
個

O
宮
晦
保
育
所
四
＋
六
年
度
懇
園
児

一
周

か
ら
宮
崎
保
育
所
へ
室
内
低
鉄
隊
二
基

O
東
京
郁

加
藤
興
幸
氏
か
ら
宮
崎
保
育

所
へ
砂
場
セ
ッ
ト
、
カ
ラ
l
ベ
戸
ト

一

O
笹
川
保
育
所
備
の

b
pか
ら
惟
刊
保
持
所

ヘ
カ
ラ
l
F
7
L
ピ

一

台

時

計

三
個

ス
ク
リ
ー
ン
｝
枚
ま
ま
ご
と
セ
い
斗

一
、
整
理
棚
一
基
陥
森
一
式
ピ
ア

ノ
ニ
ロ
放
送
設
備

一
式

。
沼
保

加
賀
一
弘
氏
か
ら
泊
東
部
保
育

所
へ
庭
園
樹
一
式

O
泊
中
怒
保
育
所
四
十
六
年
度
卒
園
児

一

．向
か
ら
泊
中
部
保
育
所
へ

幻
燈
機

一
台

O
幸
町

辻
仁
志
氏
か
ら
泊
中
部
保
育
所

へ
プ
レ
ー
ャ
－
ム
ロ

O
清
水
町

野
口
勇
氏
か
ら
岡
部
保
育
所

へ
子
供
自
動
車
一
台
一
一
一
輪
車
三
台

。
草
野

広
国
太
郎
助
氏
か
ら
西
部
保
有

所
へ
毛
ノ
プ
ロ
ッ
タ
一
七
7

ト

O
草
野

高
島
和
音
氏
か
ら
西
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